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背景

【日本】

・設計については性能規定型が導入されているが、施
工は仕様規定型で、検査の結果は合格か不合格のい
ずれか（中間的なものは通常はない）。

【米国】

・道路、空港の舗装工事で性能評価型の工事費の支払
い方法。

・規格値を満たさなくても合格（但し、減額）とした
り、品質が良ければ増額とする。



米国における舗装の品質評価システム

品質に応じて支払額を調整
→加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の密度と空隙率からﾍﾟｲﾌｧｸﾀｰを計算

PWL（測定値が規格値を満たしている割合）に基づき決定される。
PWLは密度の平均値X、標準偏差Sn、下限規格値L(=96.3%)よ
り求められる。

0.5PWL＋55.075～89

10６96～100

やり直し（例外規定可能）55未満

1.4PWL－12.055～74
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ＬＰＦ（％）：Lot Pay Factor

当初の契約額に対する支払額の割合
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Percentage of material 
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Limits

支払額の調整

米国における舗装の品質評価システム

PWL

FAA（米連邦航空局）：
Standards for Specifying 
Construction of Airports，

AC 150/5370-10E，2009．



加熱アスファルト混合物の密度と疲労寿命
 スティフネスの推定（マサチューセッツ大学）

混合物のスティフネスは密度の増加に伴い増加する
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加熱アスファルト混合物の密度と疲労寿命

 疲労破壊曲線

Nf = 破壊に至るまでの破壊回数
ε = アスファルト混合物に発生する引張ひずみ
E = アスファルト混合物の弾性係数
α、β、γは係数
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アスファルト舗装表層の密度の測定事例

コア（30個）の締固め度の度数

30個から5個を選び母集団をつくる
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LPF(当初の契約額に対する支払額の割合)
の計算事例

 締固め度の下限を98%としたLPFの割合

0

5

10

15

20

0

20

40

60

80

100

120

60 70 80 90 100

割
合

 (%
)

割
合

累
積

値
 (%

)

LPF (%)

やり直し



PWLアスファルト舗装表層の密度の測定事例
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下限締固め度の度数の算出手順
①任意の5個のデータを抽出して正規分布を仮定

②全体の90%以上が含まれる値を下限締固め度

③任意の5個の組み合わせ（場合の数）30Ｃ5について行う

締固め度と疲労破壊回数
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基準密度(98%)を満足する22個のデータから任意
の5個、10個のデータを抽出して正規分布を仮定
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PWLアスファルト舗装表層の密度の測定事例
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サンプリング数による性能の違い
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まとめ

アスファルト舗装表層の締固め度を取り上げて，施工
性の定量化ついて検討した．得られた知見は以下の通
り。

◆この定量化手法を用いることにより、現行の施工管
理検査方法（締固め度の合格判定値、試験頻度）を照
査することが出来る。

◆施工の優劣により舗装の性能が大きく変化することを、
混合物の密度、スティフネス、ひずみおよび疲労回数
を用いて定量的に表すことができる。


